MAfC パが 、業務用ミ由だま可撇おヒータ 

一 熱風式直义お 


スポットヒ—夕 ■ 


KH5-30 (50Hz) 
KH6-30 (60Hz) 



巧説 w 書) 


このたびは、苗なスポットヒーターちお頁い上げ頂きまして誠にあ y げヒラごさいます， 

ご使巧師こは化ず取巧説巧 S をお読みください，なお、巧の説明書は、大切に保营してください， 
この製品は、巧タトではごを用になれません， 

USE ONLY IN JAPAN. 







【まを上のご’ま意】 

♦ご使巧になる前に奇を上のごま fi 运良<お寅みにな y 正し<お使い<ださい。 

♦ここに示したま) I 顧は、守5ないと、人身きなやな備害、义 ai になびつ<がな内容ち記載していまず， 
♦扇み巧むつにあとは、お使いになる方げいつでを見5れる追巧に巧营して< ださい • 

【表示と意味】 


A 危巧 

使巧芭間るつちちさに、人が巧亡、または、 S 毎芭負〇をちまたは、义化の危険が差し巧って生じることげ 
巧定ちれる内容ち表記しています* 


AS 告 

度巧を巧这つたち合に、人が巧亡、または、 g 度ををラを険、巧的頂害、义おのを巧巧が巧まされる巧容运 
まおしています， 


A ’ ま意 

使巧を間 S つたち合にんが房害ち負ラち巧巧、巧的損害の発生が巧定される巧容を表記していまず • 


※金を B のなに記載したま頂でる、が巧によっては a 乂なま巧に巧びつくちお巧があ y ます。 

まをにご使巧していただくために、いずれのを g を0サおず y くだちい， 

《巧の上のを孩についてすべてのが況ちモがすることはでままはん*ここに記載しているま g ま盾 jy ホにを 
十分な品巧をしてご使用 < ださい。 


因記号の巧 

国記号のま味 

Q 

善止 

行為の善化を示します。 

〇 

挂制 

巧為运挂制-指示ずる巧容居示しまず。 

A 

をな 

•ま g 坛旧す内容ち示します。 


A 危険 

-ガソ U ン巧のな発巧の a いなは巧巧に座巧しないで<だまい.义がの e ちげ友 y まず， 

(§) 

-巧が巧の気体を発をするをの（シンナ ー• ガソリン*ガスま）を怔つている巧巧や、■いて 
あるち巧では、ヒーターを巧巧に巧用しないでください，引义して爆発•义巧•サケドの 
巧因とな y まず， 


•度用中は化ずを巧的 （1 時商に1 -2 回）に担気を巧い巧巧な空急を補おしてください， 
換気が行文ない巧所でのを用はしないで<ださい，巧*が不足し、不完をが说にな y 、 
—醒化庚棄中毒になるおそれがあ y ます。 


圏固 

























A 查告 



スブレー宙等の密巧容器ち适巧しないで < だまい • また、おの当たる 
等の密巧容器ち g かないでください，スプレーち等が毎発し、クガや載 


ヒーターを犀苗しているち巧で、スブレー宙裝品ち使用しないでください，スプレーちに 
使届ミれているガスには引义巧のをのげあ y 、 义が •>! 発の宿埃が友 y ます • また、スプレー 
裝おのな子によ y 、 不亮をな巧を巧<ちちが友 y ます. 


可燃化が匡（巧<ずや木くず、 g 巧くサ等）が発生するお巧では使巧しないでください， 
ヒ—夕—巧にそれらげ吸い込まれるヒ如再巧れ^义の巧となつて化さ化ちれ、火が、サクドの 
原因にな y せ巧です. 


空気助 y 入れ□や，时化□をふさがないで<ださい，ふまぐと、黄巧な!巧や义巧の原因に 
なります， 


燃掩中や，お义を約如せはは化□固辺は有這になつていまずので曲れないよラま] B して 
くだちい，サクドやクガのちおがあ y まず • 


改迄は巧巧にしないでくださり，巧ち-义泌の原因にな y 大をを巧です， 


巧や、雪、水がかかるところや、适度の昌いとこ3では使用しないでください。唐まずる 
おそれげあ y ます。 


•おをや、お手入れの店は化ずスイッチ忘切 y 、 g 込ブラグち巧いて巧ってください，至源 
スイツチち入れたまま点ち-お手人れちずると唐 S やちむめ事巧につなが yjs おでず。 










が規やは、义巧化のちめ、スポットヒーターの巧くにな运■かないで<ださい.スポット 
ヒーターの杜化□前方上、空気耽ん□を方 2 mJU ±、 上方向 2 mUi 上、ちち 2 m な上の 
ち巧运 g 持して < だるい. 


は出□前方 2.5 mUi 巧に巧へいなを11かないでくださし、異常巧なや义おの原因になりまず. 


雨•水•■寒のかかさとこも湿度の话いとこ5では法用しないでくだまい.また巧れ巧手で 
巧けしないでください*度 g のち険があ y まず. 


揉高げ高い巧。〇抓 mlU 上）では空気が薄くなり»义、巧持がでさない巧合げありまずので 
ごま惠< だちい， 


運ちや、巧贼の巧子が悪かった y , におい•煙等男常に気巧いたときは，直幻こを用を中止し、 
巧売店に連なしてください • 



A 


















•ヒーターち度巧するとさは、皮面が畐涅にならないよラに•ま g してください。义がの原因 
にな y ます。 


•移動ずるおは、化サ义ちおした巧！ i で移をして<ださい • 义がついたまま移君)しますと、 
标倒等によ y 、 サクドや义巧の屋因にな y まず. 


• ヒーターの化化□にダクト寒を按括しないでください.異常な巧や义巧の原田にな y ます • 


•おな時は化ずヒーターの置居を培止し、巧义を巧资してか S 巧ってください，义がごいた 
まま給化しますと、义巧の原因にな y まず， 


•使用巧減まな巧にま示してある«圧でご使再くださし、表示で话 ffl しまずと、义や 
g 常が焼-度巧-巧居の原因にな y ます， 


• 周巧なはな祝こ麦示してある周ぶ巧で必ず使用してください。指定なかの周 iffiS でを用ずると 
異常巧焼-なほ-义災の原因にな y 乂まち技でず， 


•感空巧止のため、化ずアース（接地）接窝をしてご使巧ください，モ接爲での使巧は唐まの 
巧れが友 y まず • 


•軍涵コードは大切にのってください。差込ブラグ岳巧くときは、巧想コード S 持たずに 
差込ブラグを持って巧いてください， 


•否巧コードち引つおつた y 、 巧 y 曲げた y 、 扣ェしたル狂暴にありなし、でください，唐史や 
シヨートの原因にな y ます。 


• ホ义巧巧後は化化□に届ち在ぶづけないで<ださし k サクドのちちげあ y まず • 


• 巧义»巧後は义が»をに巧义记ことを JT まずるまで、篇れないでください， 


•差込ブラグをコンたントに差し込む新こ、スイツチが巧れていることを淀巧し、使用を、 
历び停巧のおには、0サスイツチ运切って是込ブラグち巧いて< ださい， 


•使巧しないとま、または、保有の店はお子まの手の届かない巧巧に巧营して<だちい。 
また、巧や适気のかかる巧巧は巧けてください， 



















• S 巧な巧用しないとままたは、度理巧篇•保 tt • 81棄の g をは、必サタンクの用ち空にして 
ください。 


.ヒ—夕—巧用時の周囲3度は，一20で〜40ででご宙用< だまい • 曰田の»度が40で W 上に 
な y まずと、ヒーター巧扣なされ，巧 ( ••义災の原田にな y ます. 


.消火する。は必ずスイツチ S 切ん化ランプがちなしてから、化プラグ S 巧いて<だミい, 
* 这ブラブ在巧いてお义しないで< だちい， 


•ヒーターは床面が不受定な*巧、«巧している J •所では巧巧しないでくだちい。また、 
ちくに不安左な頓巧の友51•所や、 B 巧 *3 巧に！（曲 iD ) 、巧 S の化乂□では巧用しないで 
ください。 


• ヒーターは、 A の巧いとこ5や，泣巧のをいとこ5,ほこり（巧塵）やを ■ 巧の巧巧して 
いる場所では巧用しないでください，また、人の巧 ID の Rg となる!•所では巧用しないで 
ください。 


• ヒーターは必ず專門の業きに巧巧してなしてくださし、不ま铅はを宙で巧止されていまず 0 


•ヒーターをな度する度合は、必ず巧巧が巧書を巧巧して<だまい • 


•な巧 （ JIS 1 号） W ホの巧（ガソ U ン•运巧奇）口巧巧に巧巧しないで < だちい, 


• Sff な巧（ひと■持ち越しのななや，巧管が態巧遅切に巧〇れていないな巧）不巧な巧 
(水やオイル等な巧] U ホの巧げ涅乂）の巧用 B おやめくだ吉い，樓巧のが B や S 巧が巧、 
不完をな巧の原因にな y ます《 


• 曲化□化を上げすぎるヒ巧 g のエアー巧 S ■か6巧が化ますので，•ま■[してください。 
タイサ在が巧してのの w は，化化柏の上げち 2 osj ； rF のち S で#勘して<だちい。 


•危 S 示までのま入は、 S 5 によるな巧の皮; in で、こはれる 6 R 巧友 y ますので、«巧に 
しないで<ださい • 


• 肇に«んで通ぶ*合は、巧タンクに入つているな巧«お巧ポンプ g で巧いて< ださい • 
な巧在巧かないヒ»を時の巧 Sill でな巧が满れ化ずおそれがお y ます， 


















♦動巧飼育拖設で在用する运合は、 P 1 〜 P 4 のをを上のごまちの化に、特に UTF のことにを届してご使用 
<ださい。 


•ま室げヒーターにぶつか y 、 ヒーター运巧した y 、 巧した y するヒ义巧の原因にな y ます。 
まち、巧 S 装 S が作をし、予期せめち义によ y 、 ま呈巧ま巧する巧れがあ y ますので、 
ヒーターにま备げ巧ヴかないよ5巧等ち設■して、十せごを g < ださい • 


•居い時間、這围に径しまずと、ま S げほ有サクド、お水症巧をおこす巧れが友 y ます • 
ヒーターにま吾が巧づかないよラ、權等运設■して、十せにごを g < ださい. 


• 曲 S ね S や、おが房等の巧な!なが海い巧巧では、 « s わ S や、おげ貝运巧りおを巧を巧巧の 
ち間 (2.5 m ) な上のま巧をあけ十巧ま憩してご使巧くだちい， 


•沒気が不十分にならないよラに、1時固に1〜2回は巧気して< ださい，巧人にな y まずと、 
沒気が不十分にな y 、 苗义や 一 g 化庚窠中春を起こし、家まが巧亡ずる巧れ巧あ y ます. 






有さ47.お ixlisscix 萬巧 54CI 化化ロホけ. 


ち g 音が d6 A 巧巧青ち 1 m 巧 Ml.Sm にて測を 


化化□ルーパーろ度上下を17度 


巧 S 白動ち义装 g • 巧監視が巧装 S • 坦巧巧止装11 
ち負巧巧挂装 S • 巧切れ巧知装 S • 停否まを装3 


お巧良等のため、 K 品の仕苗应びか8岳モ吿な<££することが巧 y ます, 
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w ……追負荷巧挂装 a (ヒューブボックス） 
X ……巧査自動巧义装3 

































装 S のさ京 f 


装 s がけをしたとまの巧 s 


巧空自動お义装8 

巧 監視制巧装更 

遏負巧な没装舌 

遇お防止装 ■ 

ミ 由切れ巧な装置 

停巧き全装置 




«巧中に、巧8や本なに C 寒ちまけると义巧»止の 
ために、自巧のに《気回巧ち違»して«巧を巧止さは 
お义します。 

(■■ランプ（巧を）がななし、通ちランブ （ se ) 巧 
扇滅します，巧3分巧フアンが g いち後、»尼ランプが 
巧巧し巧化します，） 

ヒーターの月迈に具巧がないか g 反し、 9 K 
ランプが巧巧した後、イツチミ r 切 J にし、 
その後、点义ちかを行ってください。 

房义およびを M し、がちを i « して、 
自■的に消义します， 

巧*ランプ（が）が点巧し、巧ランブ（巧を）巧 
•点ちします。巧がちフアンが B いたを、運 C ランプが 
ちなし、巧化します，） 

■困ち巧 y おいた後、ヒーターの商辺に！(巧が 
ないか g 夏し、通 E ラジブが巧なしちを、運坛 
スイツチち「切 J にし、そのを、馬义巧作を 
污ごてください。 

ときに、本体1^0ヒユ_；0が 
ち R してな巧を巧化させます。 

(本体巧の CASH がをてしますので、ランブ»〇 
表示はされません*) 

* 因を Ky » き、ヒュースを S * してれ6な义 
巧巧を污つてください，ヒュースの S 度方まは 
P 11 トラブルの»因ヒ巧»を参巧してくだ3い， 

■巧■の U が!!常に上興した R 、 S をのため 、 «ft 
因巧ち遣 R して、9{巧を停止5だ、巧义します。 

(警«ラシブ席色）かな口し、通 K ランプ冷ち）巧 
な滅します，拍が圈フアンが ft いた&、 SG ランプが 
巧巧し、巧止します*) 

ヒーターが冷えてか5«ちの■因を By おき、 
巧义 S 巧ち行つでくだちい • 

巧タンクの打巧の量げ滅かず S ヒ、巧切れ g 巧毎■が 
巧 ft して、 am ち冉比さだち义します • 

(■« ランブ（巧 6) かが T し、通 E ラジブ（化）巧 
巧蠢し«す.193分 fl フアンげ ft いち後、通 E ランプが 
巧巧し、 g 比し C す*) 

C ランプが巧なし、»£スイツチ S 切つでか5 
な巧をおなしでください> 

巧«後に«灌が««してる、頁勘的に as が!!■する 
ことを巧化します， 

( Mwam . W 5 ンプ（ホ色）遅6^ンプが 
な滅します，） 

再後、遠 E スイツチミ r 切 J にし、その S 、 
お义 a 巧を巧つで<ださい • 

同時に a 熱巧 its ■巧作 ft している場合は通««4•を、 
««ランプのみ（巧色）巧点なします， 

通な巧让8■巧け K した靡をは、ヒーター巧 
巧无てか6上记毎巧を巧ってください。 







































♦ご使用前のま届 


•ガソリン等の澤発巧の富い巧は巧巧に使用しないでくだちい， 

•な巧は化ず、ヒーターの置ちち昏止し、お义ち巧夏してか6、を巧してください. 

• なかは化ず JIS 1 号な油ち库巧して<ださい • 変頁巧宙 • 不巧な巧は使用しないで<ださい • 
• お巧は化ずストレーナ ー e つけた巧 g で巧つて<ださい. 


•巧巧（灯巧）が入つていないちを 
〇巧巧方ま 

•本任*込ブラク运コンたントかろ巧ま 、 a 坛スイッチ巧 r 切 J になつているこヒを巧をします。 

-本体を氷平で安ちした*巧に■きまず a 

•巧巧□のモ々ッブ5外します。スト レーナー にゴ5けついていないかお g して<ださし、ついていた場を口、客おに 
灯巧在入れスト レーナー «巧つてください. 

努ストレーナ ー S 巧つ居巧巧はタンクに S さないで<だちい》巧«め»因にな y ます， 

■タンク巧に水や，ゴ5巧入つていないかお巧して<ださい。人つていた*さは巧タンクの»時をしてください。 
(巧な方法は【保守と点.ち】を参拐） 

■ストレーナーを Uy 巧けたが®でな 置! tSft なか5な巧 （ JIS 1 ち）をこぼさないよラま*しな巧5ななボンブで、 
巧■計のかぴ満ま示になるまで、ななを給油しまず。また、が巧中にな巧巧こぽれた*を口、ウェス寄で必ず 
なま巧ってください。 

* を表示までのまんは、星度によるな巧の B 巧香で、こぼれるち良ぴあ y ますので、巧巧にしないでください。 

•お巧巧ち了した5、おな□キでッブを巧実に«めて<ださい。キサッブの话めび田いヒ、を苗寄の時に口巧び 
S れることびち y ます。 



参燃巧（巧巧）が入つているち合 
〇点义巧のま S 

-点食は化ずお义し、》込ブラブ《巧いてか5巧つてください。 

•.奋义脚こ巧扇れかないか巧毎してください • a れていた*を口，.点义前に®巧ちにご巧技ください。 

•吐出□を上げて巧けると、を前のタンクエアー巧 S ■か5巧け化ますので、を*してくだちい， 

. ヒーターの周 y にほこ y やゴミ巧クいて U ないか活巧してください。ほこ y やゴミび活まつていた*ちは、巧餘巧で 
巧い取るか、 S 手をはめ，ウェスまでほこ y 等を® y 巧いて< ださい。 

•巧タンク巧の点ををして<ださい。巧タンク巧の度に水やゴ5び否まつていた g さ口，巧タンクの保まをして<だち t ん 
【な守と点を】»巧。 

〇巧■計について 

•な柏の構を上、実ちになな巧巧3つていてを巧■計の0ま示までの目度（巧い巧径）の苗囲にかびくるヒ巧が切れヒ 
な y ます。 
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诏廣方法】 

•点义 


Aa 意 


• a 义巧巧昆され、巧が*义«巧にな y、 まをするまで、ヒーターか5«れないで< だちい e 


• スボットヒーター芭水平でまをしたち巧に a さます。 

•スポットヒーターの吐出□前方 2.5mW 上、空気巧乂□を方 2miy 上、上方向 2mW 上、だち各 2miy 上の空巧を空けて 
ください。 



•本な g お、里居スイツチび r 切 J になつていることを巧瑟し、 * 込ブ5グをコンたントに圧し込みます。 


意 


•本巧の、 S 源は扣 100V け〇〜い OVW 巧）で度用して<ださい。 

•唐ち巧止のため、ァース（接巧）岳してご居用ください。 

•本巧は、桂用局な巧の指定があ y ます。因巧苗はおず指ち田友苗でご桂用ください。 


里をスイツチを r 乂 J にします。 


a 坛ランプ（得）が.点灯し、10〜け巧宜どで 
■义します。 



•着义を、約5せ苗ホ义がなをし、そのも靑义«巧に変 oy 、 な巧在保けます。 

寒 R 入な巧めてめご S 用や、运巧巧巧用しなかった場合、点义後、臭いかちます S ことびあ y ます* 
しば5<巧巧さだると«い口おえますので、«る S 十せしなが5巧用して<だちい e 


•巧ま出しろ度のお担 

-巧をのかま化しち度を変またい時は、出:化 □« のノブをかかすことで 
上下的け度ヴつ贾 S でまます。 



口 6 
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•ミ肖义 


Aii 意 

•お义巧作をした時は、义が完をにおそ、フアンび居止したことを巧霞してか5、«れてください。 

•な巧 a びお义巧团中に （3 ち巧完をに止まるまで）ま込ブラクを巧かないでくだちい。本体巧班にな巧げ沒 y 、 
S 常が規-义巧-な巧の原因にな y ます。 

•ち点义する巧合は、里ちランブびミ肖なを、涅坛スイッチ芭 r ; u にして<ださい。 


•宙坛スイ ツチを[切 J にします。 

(a 尼 ランブ（持色） が点 巧） 

•巧巧おえ、本巧芭巧やすたゆに約3せ面つァンげ曲き巧けて 
巧义巧 巧 了しまず。 

(還 B ラジブ（持色）の 点 « び ミ肖えます。） 

•ちちご H 火したことな BK して6巧、ブラグ g コン坛ントか5 
巧いてください， 


【おずヒ点検】 

♦日常点巧 


意 


• 巧理を巧巧する巧合は、給油ポンプ等で巧タンクか5ななを巧ま西って< ださい。 


-巧タンク a び、本化か机に巧巧れや巧のにじみびない方饰霞!してください。 

【巧び S れている坦ち口、任用をしないで、隹 a にお化し < ださい。） 

•« 器本体にほこ y やごみが巧着していないか巧語して< ださい。持に、空急巧 y 入れ□、吐出□はしっか y ® 窗して 
<ださい。ほこり、ごみ巧巧含したままを用すると、不完を巧病や义巧の原因にな y 、 危巧です。 

♦シーブンに 2 回〜 3 回 

-巧タンクの巧除をして < ださい。 

①® a 計で内容 a を宿国し、ストレーナー在外して、巧タンク巧のななと一括にゴ5や水害をボンブで吸い上げ、 
別の容器にをて移します。 

@ストレーナーを田!巧け、巧しいな巧を乂れ、お巧口のふたをしつかり巧めてください。 

-巧■自■消义毎■の巧 田 点巧をおこなつてください。 

①巧規しているヒーターの A ンドルを持ち、前巧、またはだちに涅すつて 
<ださい。 

@巧屋自 B お义お■が巧動して、自面的にお义するれ巧記してくだちい。 

感宙点义する坦合は、置ちランプがお口した巧、ち坛スイッチ芭 r 切 J にし、 

再度さ坛スイッチを rxj にしてください。 

@巧 a 自面お义装■か巧面しない«さや、再点义しない坦ろは、巧売店に 
ご巧技ください。 

♦運ちにごいて 

-■に積んで a ぶ«をは、巧タンクに人つている巧巧を巧巧ボジブ等で巧いてください。灯な在巧かないヒ巧ち時の 
巧曲 SS で丹巧び漏れ化ずおそれび拓 y まず《 

♦長期間を再しない時（シーブン巧了時等） 

•巧タンクに廷つているな巧を給巧ボンブ等を巧用して完をに巧き巧って<ださい。 

(巧タンクになかを入れたままを巧囲任用しないと灯巧り'^し、次回巧吊する時に着义し抑りたル不完を ㈱ 巧も 
な巧やに興奥を発ちすることびあ y ます。） 

-本巧外測のちれは、中巧洗巧を巧ってスポンジや固<なった柔5かい巧でなま助って<ださい。 

•お;巧□の午サッブをしつか y 巧の、本体にほこ y やごみび巧かないよラにして、度新曰巧び呈た5ない面通しの 
良い * 巧で巧 B してください。 
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ご使巧 < ださい。 


① a 坛スイッチのバネルを止めてあるネジ （2 本）を外します。 

風 K スイッチバネル在弓ほ出し巧水カバー在ホしミす。 S ® ち細こ巧いている 
白いがックス巧 ヒユー ブホックスでず， 

感ヒユースボックスの上なカバーを® y タトし、中のヒユース在な巧しまず。 
@巧いた手«の逆の手 g でスイツチバネルを元に苗してください， 


ヒュース交拓の島は、必ずお义巧巧の拓ヒ、11込ブラク芭コンむントか5 
巧いてか5巧つて < ださい。 


■ブの巧換 


修理巧おする 


rjsj 表示まで給巧しない 


給巧 S がをすぎる 


周囲温度が適切でない 


号）に A れ营える 


巧油 


〇 


変質した灯な、不巧巧の 
混さつた灯油ををつている 


給油ずる 


〇 


ミ由タンクに灯巧がない 


ちが作動ずる原因を巧リ除< 


〇 


まを装8が巧動している 


■ブのな換 


—ブが切れている 


〇 


指定周巧巧で使用ずる 


周巧巧が合つていない 


巧圧時下の原因を巧 y 除く 


〇 


巧圧げ巧し1 


巧巧の巧 B 巧證をずる 


«巧げ乂。ていない 


トラブルの原因ヒ巧ま 


が規巧げ 


巧げ巧れる 


煙やススば出る 


着义してずぐおえる 







































































